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Abstract:  
In recent years, the number of traffic accident deaths among children (elementary school students) in 

Japan has been decreasing. Still, since the proportion of people who violate laws and regulations during 
accidents while walking is higher than that of all ages, it is necessary to approach children directly. Focus- 
ing on the difference between the time before and after the installation of the device and the grade level, 
we examined whether the traffic-related device affects the suppression of violence. 

 

1.はじめに 

近年日本では，児童(小学生)の交通事故死傷者数

が減少傾向にあるが 1)，国が掲げる「交通事故死ゼ

ロ」には程遠く，歩行中事故死傷者数のうち児童の

割合が高い 1)．さらに，平成 29 年～令和 3 年の児童

の歩行中交通事故による死傷者（2,456 人）うち，約

35％（888 人）が飛び出し事故である２)．これは同

じ条件の全年齢割合（4.3％）と比較すると，児童の

飛び出しによる事故が非常に多いことが分かる．以

上より，加害者となりうるドライバーにだけではな

く、児童に有効な交通安全アプローチも必要だと考

えられる． 
まず、児童への交通安全アプローチ方法として挙

げられるのは交通安全教育である．等しく教育を受

けられる，学校等の教育機関での交通安全教育が特

に重要とされており，教員からのみではなく警察や

ＪＡＦによる出張交通安全教育もある． 
既存研究３)より，交通教育として効果が表れる方

法は，実在する道路で訓練を行うフィールドワーク

型であることが示されている．さらに中村ら４)の研

究により，視聴覚教材を用いた交通安全教育は，教

育直後の効果は期待できるものの一月後の効果は期

待できないことが分かっている．参考として，坪原
５)が調査研究をしたオランダでは，小学 3～8 年生(7
～12歳)に対して半数以上の学校で 2週間に 1回の交

通安全教育を行っており，7 年生においては 95%以

上の学校で 2 週間に 1 回の交通安全教育を行ってい

るという結果だった．  
以上より，交通安全教育の理想としては，視聴覚

教材のみではなく実際の道路で訓練をすることであ

った．また，短期的な取り組みではなく，長期的な



効果を得るためには交通安全教育を重ねて行う必要

がある．しかし，日本の学校等の教育機関の実情と

して，新学習指導要領による教職員の負担が増える

中，交通安全教育カリキュラムを増やすことは難し

いと考えられる． 
そこで，「教育」としての時間を設けることなく児

童自らが学習し実践でき，かつ教職員や保護者の負

担が少ない交通安全手法を提案することにした．冒

頭で示した通り、児童の飛び出しによる死傷者が多

いことから，まずは飛び出しを抑制する方法を考え

ることにした．本研究では，行動変容の誘引を目指

すため，行動変容を誘引する方法の 1 つ「仕掛学」

を取り入れる．「仕掛学」とは，大阪大学の松村真宏

先生が提唱している人の行動を変える「仕掛け」を

対象にした学問であり，これは，児童の興味を引き

つつ，交通安全を促す工夫として最適だと考えた． 
本研究の目的は，児童の飛び出しを抑制する交通

安全的仕掛けを考案・作成し，仕掛けが児童の飛び

出し抑制ならびに行動変容に影響するか把握するこ

ととする． 
 

２．既往研究と本研究の位置づけ 

（1）既往研究の整理 
新井６)は，幼児・児童を対象とする日本の交通安

全教育の現状の分析と問題点・改善点を明らかにし

た．交通安全教育を教育目標，カリキュラム，教材

等，教育方法，教育施設，指導者養成の諸点に分け

て検討した．結果として，「保護(危険性を植え付け

る)」を目的とした内容がどの諸点にも多いため，「指

導(危険性を自ら学ぶ)」の内容を含めたものに変更

をしていく必要があるとした． 
稲垣ら７)は，子どもの横断判断特性について車両

の認知条件による影響を考慮しながら検討すること

を目的とした研究を行った．実験空間における子ど

もの横断判断状況を観察に基づき把握したところ，

車両の認知距離が短くなり判断の時間的余裕が少な

くなると，より誤った判断が誘発されることや，車

両速度に応じた判断ができなくなるケースが多発す

ること等が明らかとなった． 
府川ら８)は，子どもの横断判断能力の特性につい

て児童保護者へ情報提供することによる影響をアン

ケート調査により把握した．これより，子どもの交

通行動能力に関する保護者の認識が実態と乖離して

いることが明らかとなった．また，多くの保護者に

対して強い危険認識が与えられ，自動車運転時の速

度抑制や子どもへの指導に関する積極的な意識変化

をもたらすこと等が示された． 

松村ら９)は，仕掛学という，つい行動したくなる

ような「仕掛け」を用いて人の行動変容を誘引する

方法論の説明したうえで，交通に関わる問題解決と

して（1）混雑緩和、（2）観光や回遊の促進、（3）運

転時のスピード超過の抑制の 3 つを対象に，仕掛学

として解釈できる事例を紹介している． 

（２）本研究の位置づけ 
以上の既存研究のように，児童の交通事故に対し

て学校教育に着目した研究や保護者へ交通教育を促

す研究が多く行われている．また，児童の横断特性

について実験を行う研究なども見られた．しかし，”

意識についてのアンケート調査”や”実際の状況を

把握する実験”を行うことで良し悪しについて考察

するとともに児童の理解能力や行動能力，行動特性

などを示したり，横断状況を実験で確認し児童の横

断能力について考察したりするだけに留まる． 
そこで本研究では，行動変容を誘引する方法の確

立を目指すため，「仕掛学」を取り入れる．また，様々

な既存研究によって得られた児童の行動特性などに

基づき，飛び出し違反を抑制できる仕掛けを考案・

作成して仕掛けが児童の違反抑制ならびに行動変容

に影響を与えるものかを実験する研究を行う． 
 

3．調査概要 

（1）仕掛けの紹介と狙い 
東京理科大学近隣の山崎小学校にご協力をいただ

き，ケンケンパと飛び出し坊やを設置することにし

た． 
ケンケンパを設置する狙いは，最後のマス(足跡止

まれマーク)で止まらせることが狙いである．小学校

通学路の交差点を中心に，児童に対して止まること

を促す足跡止まれマークが日本各地で設置されてい

る．足跡止まれマークが対策として有効になりうる

結果が示された研究 10)は存在するが，実際のところ

「気にしたことないから置いてあることを知らなか

った」という子どもの意見 11)も存在する．そこで，

足跡止まれマークを有効活用して飛び出しを抑制で

きる仕掛けとしてケンケンパを作成した． 
飛び出し坊やは，足を出して渡る意思表示をしな

がら止まるということを学習させ実践させることを

狙いに設置した．飛び出し坊やは，1973 年に八日市

市(現・東近江市)にドライバーに飛び出しの注意を

促す看板としてはじめて設置され，現在では日本各

地で設置されている 11)．しかし，効果的に使われて

おらず不遇な扱いを受けているケースがある．そこ

で横断時に「手をあげると同時に足を一歩出して渡



りたいという意思表示をする」ひと工夫 12)と飛び出

し坊やを掛け合わせることで児童へ向けての仕掛け

として飛び出し坊やを活用できると考えた． 

（２）調査概要 
本研究ではビデオカメラにより、仕掛け設置前と

仕掛時の児童の行動を記録した．図-1 に示すように，

正門(4 地点)と東門(5 地点)にそれぞれにビデオカメ

ラを 1 台，校門外(1,2 地点)にそれぞれ 1 台ずつ用意

した．また，校内に模擬交差点(3 地点)があるため，

そこにも仕掛けを設置し，ビデオカメラも 1 台設置

した．調査概要を表-1 に示す．仕掛前・仕掛時とも

約 5 日間観測を行い，調査項目における下校情報は

正門と東門に設置した 2 か所のビデオカメラから，

横断情報は校門外 2 か所のビデオカメラから，仕掛

けは校門 2 か所と模擬交差点のビデオカメラから取

得した． 

4．仕掛けによる飛び出し比較分析 

（1）飛び出し割合比較 
仕掛前と仕掛時の校門からの飛び出し割合を比較

するため，母比率の差の検定を用いた．帰無仮説を

仕掛前と仕掛時で飛び出し割合は等しいとし，対立

仮説をその逆として母比率の差の検定を行った．そ

の結果を図-2 に示す．検定の結果，東門では仕掛前・

仕掛時で有意水準 5%の有意差が見られ，仕掛け設置

による飛び出し抑制効果が見られた．また，同様の

結果が正門にも見られ，有意水準 1%で有意差が見ら

れた． 
以上より，児童の飛び出しが仕掛前と仕掛時で差

があることが分かった．特に正門の仕掛前と仕掛時

の比較に有意水準 1%で有意差が見られたことから

仕掛けが飛び出し抑制に影響を与えたと言える． 

（２）学年別比較 
仕掛時の学年層データを用いて，飛び出し有無に

ついて母比率ライアン多重比較を行った．その結果

を図-3 に示す．検定の結果，東門の場合は 1 年生，2
年生の飛び出し割合が 0％であるため比較しない．

正門の場合は有意水準 1%で全ての組み合わせで有

意差が見られた． 
学年層データを用いた分析では，正門の 2 年生と

 
図-1 調査地点と仕掛けの概要 

 

図-3 仕掛時における学年層と飛び出し率の関係 

 
図-2 飛び出しの母比率の差の検定結果 

表-1 調査概要 

観測日 
仕掛前：2023 年 12 月 11 日～12 月 15 日 

仕掛時：2023 年 12 月 18 日～12 月 22 日 

仕掛け 
飛び出し坊や：2 体 

ケンケンパ＋足跡マーク：2 つ 

調査対象 
山崎小学校 1 年～6 年生 

(学年層が分かる時のみ分類して分析する) 

調査項目 
基礎項目：曜日，学年層，下校集団人数，

性別，捉えたカメラの位置 

下校情報：飛び出し，一時停止，左右確認，
会話，横に広がる等の有無 

横断情報：飛び出し，一時停止，左右確認
斜め横断，左側通行等の有無 

仕掛け：ケンケンパ利用有無，飛び出し坊
やマネ，傍観の有無，悪影響 



3 年生以上、2 年生と 4 年生以上，3 年生以上と 4 年

生以上に有意差が見られた．したがって仕掛けは低

学年の飛び出し抑制に効果があったと言える． 

（３）仕掛けの利用状況を加味した比較 
仕掛けの利用状況により飛び出し割合が変化する

と考え，飛び出し率の母比率ライアン多重比較を行

った．その結果を図-4 に示す．ケンケンパのみ遊ん

だグループと両方遊んだグループの比較のみ有意差

が見られなかった．仕掛前とその他のすべての群の

比較で有意差が見られた．このことから，仕掛けで

遊ぶことや仕掛けを見ることが飛び出し抑制に影響

を与えている可能性が示された．また，飛び出し坊

やよりもケンケンパの方が飛び出し割合が小さいた

め，飛び出し抑制への影響がケンケンパの方が大き

いと言える． 

5．まとめ 

（１）本研究の成果 
本研究では，仕掛けが児童の違反抑制ならびに行

動変容に影響を与えるものかを把握した． 
飛び出しの割合を仕掛前と仕掛時で比較したとこ

ろ，東門・正門どちらの結果も仕掛時の方が飛び出

し割合が小さかった．仕掛けがある方の飛び出し割

合が仕掛けなしと比較して小さかったことから，仕

掛けが飛び出し違反抑制に影響を与えたことを示し

た． 
学年層データによる飛び出し割合の比較では，低

学年になるにつれ，飛び出し割合が小さくなる結果

が得られ，低学年の方が仕掛けに興味を引かれ飛び

出し抑制につながったと言えることを示した． 
平成 22 年～令和元年合計の児童歩行中の死傷者

数は7,396人でそのうち半数以上が1,2年生で構成さ

れている 14)．そのため，仕掛けの低学年への飛び出

し抑制に影響が見られたことから，仕掛けが歩行中

低学年の交通事故を減少させる機能を持つ可能性が

あると考えられる． 
仕掛けの利用内容による飛び出し割合の比較では，

仕掛前と仕掛時に遊ばなかった層の比較で有意差が

見られた．このことから 2 つの可能性が考えられる． 
1 つ目は，仕掛前に飛び出しをしていた児童層が

仕掛けへ興味を持ち利用することで，飛び出さなく

なった可能性である．この場合，「仕掛けを利用する

こと」が飛び出し抑制に影響を与えると言える． 
2 つ目は，仕掛けへ注目が集まったことによって

飛び出さなくなったという可能性である．この場合

は，「仕掛けの有無」が飛び出し抑制に影響を与える

と言える． 
どちらの場合でも，仕掛けが飛び出し抑制に影響

を与えたと示されており，今後は仕掛け利用が重要

なのか，仕掛けの有無が重要なのか調査分析してい

く必要がある． 
また，飛び出し坊やのみ遊んだ層とケンケンパの

み遊んだ層の比較で有意差が見られたことから，ケ

ンケンパの方が飛び出し抑制に影響を与えたと言え

ることを示した． 
 

（２）今後の課題と発展 
今後の課題として，詳細な学年層データを得る必

要があると考えた．また，実験中に仕掛けへの滞留

が一時的に見られたことから，何らかの対策が必要

である． 
今後の発展として，仕掛けは仕掛けがある場所に

のみ影響するのか，仕掛けから離れた場所において

も影響をもたらすのか調査分析を進めていく必要が

ある． 
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